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〇
法
務
省
告
示
第
三
百
一
号

不
動
産
登
記
規
則（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）

第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
並
び
に

第
百
九
十
三
条
第
五
項
第
二
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
規

則
及
び
他
の
省
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並

び
に
不
動
産
登
記
規
則
第
二
百
三
十
八
条
第
五
項
第
二

号
、
抵
当
証
券
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
年
司
法
省
令
第
二

十
二
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
号
、
鉱
害
賠
償
登
録

規
則
（
昭
和
三
十
年
法
務
省
令
第
四
十
七
号
）
第
十
一
条

第
五
項
第
二
号
及
び
第
二
十
条
第
二
号
、
船
舶
登
記
規
則

（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
七
号
）
第
二
十
一
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第
四
十
五
条
第
五
項
第
二
号
、
農
業
用

動
産
抵
当
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
九

号
）
第
三
十
六
条
第
五
項
第
二
号
並
び
に
建
設
機
械
登
記

規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
三
十
号
）
第
三
十
一
条

第
五
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
記
所
を
指
定

す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

登

記

所

指
定
の
効
力
が
生
ず
る
日

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
及
び
登
記
事
務
委

任
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
平
成
二
十
二
年

法
務
省
令
第
二
十
三
号
）

の
規
定
に
よ
り
そ
の
商
業

登
記
の
事
務
が
奈
良
地
方

法
務
局
に
お
い
て
取
り
扱

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
当

該
法
人
の
申
請
又
は
請
求

が
あ
っ
た
場
合
の
奈
良
地

方
法
務
局
桜
井
支
局
及
び

橿
原
出
張
所

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
二
十
一
号

市
町
の
境
界
変
更

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
熊
本
県
熊
本
市
と
上
益
城

郡
嘉
島
町
と
の
境
界
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
、
熊
本

県
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

熊
本
市
に
編
入
す
る
区
域

上
益
城
郡
嘉
島
町
大
字
鯰
字
川
原
田
九
一
二
の
七
、
九

一
二
の
八
、
九
一
二
の
一
〇
か
ら
九
一
二
の
一
六
ま
で
、

字
瀬
剥
九
四
六
の
三
、
九
五
五
、
九
五
五
の
二
、九
五
六
、

九
五
六
の
二
、
字
久
保
一
五
九
六
の
三

上
益
城
郡
嘉
島
町
に
編
入
す
る
区
域

熊
本
市
画
図
町
大
字
下
無
田
字
外
畑
二
〇
一
六
、
二
〇

一
六
の
二
、
二
〇
一
七
か
ら
二
〇
二
一
ま
で
、
二
〇
二
二

の
三
、
二
〇
二
二
の
四
、
二
〇
二
三
の
三
か
ら
二
〇
二
三

の
五
ま
で
、
二
〇
四
五
の
二
か
ら
二
〇
四
五
の
八
ま
で
、

二
〇
四
六
の
二
、
二
〇
四
九
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
一
部

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
二
十
二
号

市
の
境
界
変
更

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
潟
県
村
上
市
と
胎
内
市

と
の
境
界
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
、
新
潟
県
知
事
か

ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
十
六
日
か
ら
そ
の

効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

村
上
市
に
編
入
す
る
区
域

胎
内
市
近
江
新
字
山
下
八
六
六
の
二
の
一
部
、
八
六
六

の
三
の
一
部
、
八
六
七
の
一
の
一
部
、
八
六
七
の
二
の
一

部
、
八
六
八
の
一
の
一
部
、
八
六
八
の
二
の
一
部
、
八
六

九
の
一
の
一
部
、
九
一
六
の
一
の
一
部
、
字
大
薮
一
一
八

四
、
一
一
八
五
、
一
一
八
六
か
ら
一
一
八
九
ま
で
の
各
一

部
、
一
一
九
六
の
一
部
、
一
一
九
七
の
二
、
一
一
九
八
、

一
一
九
九
の
二
、
一
二
〇
五
、
一
二
〇
六
の
一
、
一
二
〇

六
の
二
、
字
野
添
一
二
〇
八
か
ら
一
二
一
一
ま
で
、
一
二

一
二
の
一
部
、一
二
一
九
か
ら
一
二
二
二
ま
で
の
各
一
部
、

一
二
二
三
、
一
二
二
四
、
一
二
二
五
の
一
部
、
一
二
七
四

の
一
の
一
部
、一
二
七
五
か
ら
一
二
七
七
ま
で
の
各
一
部
、

一
二
七
七
の
一
、
一
二
八
〇
の
一
部
、
一
二
八
三
の
一
の

一
部
、
一
二
八
四
、
一
二
八
五
の
一
部
、
一
二
九
一
の
一

部
、
一
二
九
二
、
一
二
九
三
の
一
部
、一
二
九
四
の
一
部
、

一
二
九
五
の
一
の
一
部
、
一
二
九
七
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並

び
に
字
山
下
八
六
五
の
三
、
八
六
六
の
一
、
八
六
六
の
二

の
地
先
の
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

胎
内
市
に
編
入
す
る
区
域

村
上
市
長
政
字
上
野
二
七
の
四
の
一
部
、
二
七
の
五
の

一
部
、
二
八
の
一
の
一
部
、
二
八
の
二
の
一
部
、
二
九
の

一
の
一
部
、
二
九
の
二
の
一
部
、
三
〇
の
一
か
ら
三
〇
の

三
ま
で
の
各
一
部
、
三
一
の
一
か
ら
三
一
の
四
ま
で
の
各

一
部
、
一
八
三
、
切
田
字
入
出
野
三
の
二
の
一
部
、
二
七

三
の
一
の
一
部
、
二
七
五
の
一
部
、
二
七
六
の
一
部
、
二

七
八
の
一
一
の
一
部
、
二
七
九
の
二
の
一
部
、
二
八
〇
の

一
、
二
八
〇
の
二
、
二
八
三
の
一
部
、
二
八
五
の
一
か
ら

二
八
五
の
三
ま
で
の
各
一
部
、
字
北
田
一
〇
九
七
の
二
の

一
部
、
一
一
〇
七
の
一
部
、
一
一
六
四
の
四
、
一
一
六
五

の
一
、
一
一
六
六
の
一
、
一
一
六
七
の
一
、
一
一
六
八
の

一
、
一
一
六
九
の
一
、
一
一
七
〇
か
ら
一
一
七
三
ま
で
、

一
一
七
四
の
一
、
一
一
七
四
の
二
、
一
一
七
五
か
ら
一
一

八
一
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、

水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部
並
び
に
字
北
田
一
一
〇
五
の

一
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
二
年
六
月
七
日

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
及
び
登
記
事
務
委

任
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
平
成
二
十
二
年

法
務
省
令
第
二
十
三
号
）

の
規
定
に
よ
り
そ
の
商
業

登
記
の
事
務
が
福
岡
法
務

局
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
当
該
法

人
の
申
請
又
は
請
求
が

あ
っ
た
場
合
の
福
岡
法
務

局
朝
倉
支
局

法
務
局
及
び
地
方
法
務

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

八
日

置
規
則
及
び
登
記
事
務
委

任
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
平
成
二
十
二
年

法
務
省
令
第
二
十
三
号
）

の
規
定
に
よ
り
そ
の
商
業

登
記
の
事
務
が
熊
本
地
方

法
務
局
に
お
い
て
取
り
扱

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
当

該
法
人
の
申
請
又
は
請
求

が
あ
っ
た
場
合
の
熊
本
地

方
法
務
局
人
吉
支
局

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
六
十
九
号

ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王
国
政
府
及
び
カ
ナ
ダ
政

府
は
、
平
成
十
三
年
十
月
五
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
さ
れ

た
「
二
千
一
年
の
船
舶
の
有
害
な
防
汚
方
法
の
規
制
に
関

す
る
国
際
条
約
」
の
加
入
書
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
二
十

二
年
三
月
二
十
四
日
及
び
同
年
四
月
八
日
に
国
際
海
事
機

関
事
務
局
長
に
寄
託
し
た
。
よ
っ
て
、
同
条
約
は
、
平
成

二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
に
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト

王
国
に
つ
い
て
、
ま
た
、
同
年
七
月
八
日
に
カ
ナ
ダ
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
効
力
を
生
ず
る
。

（
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
付
け
及
び
同
年
四
月
九

日
付
け
国
際
海
事
機
関
事
務
局
長
回
章
）

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
七
十
号

カ
ナ
ダ
政
府
は
、
平
成
九
年
九
月
二
十
六
日
に
ロ
ン
ド

ン
で
作
成
さ
れ
た
「
千
九
百
七
十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚

染
の
防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九
百
七
十
八

年
の
議
定
書
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
同
条
約
を
改
正
す
る

千
九
百
九
十
七
年
の
議
定
書
」
の
加
入
書
を
平
成
二
十
二

年
三
月
二
十
六
日
に
国
際
海
事
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
し

た
。
よ
っ
て
、
同
議
定
書
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十

六
日
に
カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
。

（
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
付
け
国
際
海
事
機
関

事
務
局
長
回
章
）

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
七
十
一
号

平
成
六
年
四
月
十
五
日
に
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た

「
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
」（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三

号
）
の
附
属
書
Ò
の
日
本
国
の
付
表
３
に
関
し
、
日
本
国

政
府
は
、
政
府
調
達
に
関
す
る
委
員
会
に
対
し
、
同
協
定

第
二
十
四
条
６
の
規
定
に
従
い
、
次
の
よ
う
な
修
正
を
行

う
旨
の
通
報
を
行
い
、
同
修
正
は
、
同
条
６
の
規
定
に
従

い
、
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
九
日
に
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
二
年
五
月
六
日
付
け
世
界
貿
易
機
関
事
務

局
長
確
認
書
）

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也

附
属
書
Ò
の
日
本
国
の
付
表
３
の
産
品
及
び
サ
ー
ビ
ス

の
機
関
の
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
１
Ａ
群
中
、「
公
営
企
業
金
融

公
庫
」
を
「
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
」
に
改
め
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
七
十
二
号

平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日
に
キ
ン
シ
ャ
サ
で
、
森
林

保
全
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の

交
換
が
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

森
林
保
全
計
画
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

十
億
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

藤
田
和
彦
在
コ
ン
ゴ
民
主
共

和
国
臨
時
代
理
大
使

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
側

レ
イ
モ
ン
・
チ
バ
ン
ダ
・
ン

ト
ゥ
ン
ガ
ム
ロ
ン
ゴ
国
際
・

地
域
協
力
大
臣

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也

š
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